
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

『賈誼新書』の教育思想（下）

佐藤, 明

https://doi.org/10.15017/2328502

出版情報：哲學年報. 50, pp.141-168, 1991-03-30. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



『
買
誼
新
書
』

の
教
育
思
想

（下）

佐

藤

明

園
、
『
新
書
』
僧
職
篇

停
職
篇
は
、
篇
名
か
ら
も
教
育
に
関
係
の
あ
る
文
献
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。
し
か
も
、
『
大
戴
礼
記
』
保
博
篇
に
は
、
『
新
書
』

保
健
・
容
経
・
胎
教
各
篇
と
共
に
停
職
篇
か
ら
採
ら
れ
た
部
分
も
あ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
虚
文
招
は
、
陳
振
孫
の

其
非
漢
書
所
有
者
、
親
浅
駁
不
足
観
、
決
非
誼
本
書
也
。
（
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
九
）

と
あ
る
説
を
「
重
刻
買
誼
新
書
序
」
の
中
で
批
判
し
、

唯
、
停
職
・
輔
佐
・
容
経
・
道
術
・
論
政
諸
篇
、
在
漢
書
外
者
、
古
雅
淵
奥
、
非
後
人
所
能
偽
撰
。
而
陳
氏
乃
反
謂
其
浅
駁
。
量
可

謂
之
知
言
者
哉
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
陳
振
孫
が
、
『
新
書
』
の
中
で
『
漢
書
』
に
採
ら
れ
て
い
る
部
分
以
外
は
、
浅
駁
で
と
る
に
足
ら
な
い
と
し
て

い
る
の
に
対
し
、
慮
文
招
が
偉
職
・
輔
佐
・
容
経
・
道
術
・
論
政
の
各
篇
は
、
古
雅
淵
奥
で
あ
り
、
後
の
人
が
偽
作
で
き
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
篇
の
価
値
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
偉
職
篇
は
、
少
な
く
と
も
教
育
思
想
と
し
て
考

察
に
値
す
る
価
値
を
持
つ
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

し

び

さ
て
、
こ
の
篇
は
大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
は
『
国
語
』
楚
語
の
説
話
中
の
士
査
の
発
言
と
大
体
重
な
っ
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四

て
お
り
、
後
半
（
「
天
子
不
論
於
先
聖
之
徳
。
」
以
下
）
は
、
『
大
戴
礼
記
』
と
重
な
っ
て
い
る
。
前
半
よ
り
順
を
追
っ
て
見
て
い
く
と
、

或
称
由
宇
和
、
而
為
之
聾
善
而
抑
悪
、
以
草
勧
其
心
。
教
之
和
、
使
知
上
下
之
則
。
或
為
之
称
骨
、
而
広
道
顕
徳
、
以
馴
明
其
志
。
教

之
楽
、
以
疏
其
犠
而
填
其
浮
気
。
教
之
語
、
使
明
於
上
世
、
而
知
先
王
之
務
明
徳
於
民
也
。
教
之
故
志
、
使
知
廃
興
者
、
而
戒
憧
鷺
。

。

。

。

。

教
之
任
術
、
使
能
紀
万
官
之
職
任
、
而
知
治
化
之
儀
。
教
之
訓
典
、
使
知
族
類
疏
戚
、
而
隠
比
馴
罵
。
此
所
謂
学
太
子
、
以
聖
人
之

徳
者
也
。

と
い
う
部
分
が
最
初
に
く
る
。
こ
こ
で
は

ω春
秋
・
間
礼
・

ω詩
・
凶
楽
・
同
語
・
附
故
志
－

m任
術
・
間
訓
典
を
教
え
る
こ
と
を
説
き
、

b

‘’
 

「
此
れ
所
謂
太
子
に
学
ふ
る
に
、
聖
人
の
徳
を
以
て
す
る
者
な
り
。
」
と
結
ん
で
い
る
こ
と
よ
り
、
太
子
教
育
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
部
分
で
は
特
に
誰
が
太
子
に
教
え
る
か
は
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
篇
名
に
「
博
職
」
と
あ
り
、
こ
の
篇
の
前
半

部
分
の
最
後
に
「
此
れ
人
に
停
た
る
の
道
な
り
。
賢
者
に
非
ざ
れ
ば
行
ふ
こ
と
能
は
ず
。
」
と
い
う
表
現
も
あ
り
、
偉
を
対
象
と
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
よ
い
。
さ
て
、
本
文
に
沿
っ
て
こ
の
八
項
目
の
意
図
す
る
所
を
ま
と
め
る
と
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

す
す

川
春
秋
・
：
善
を
聾
め
悪
を
抑
え
、
太
子
の
心
を
改
め
勧
め
る
。

間
札
・
・
・
・
・
・
上
下
関
係
の
秩
序
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
。

ω詩
：
：
：
道
を
広
く
し
徳
を
明
ら
か
に
し
、
太
子
の
志
を
次
第
に
明
ら
か
に
さ
せ
る
。

凶
楽
：
：
：
け
が
れ
た
心
を
清
め
、
上
つ
い
た
心
を
鎮
め
る
。

同
語
：
：
：
上
世
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
、
先
王
が
努
め
て
徳
を
民
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

お
吾

川
故
志
・
：
国
が
亡
び
た
り
興
っ
た
り
す
る
事
情
を
知
ら
せ
戒
め
憧
れ
さ
せ
る
。

間
任
術
：
・
あ
ら
ゆ
る
官
吏
た
ち
の
職
分
に
通
じ
、
政
治
を
行
い
教
化
す
る
手
法
を
知
ら
せ
る
。

附
訓
典
・
：
親
族
の
者
の
業
績
を
知
ら
せ
、
密
か
に
自
分
と
比
べ
さ
せ
る
。

こ
こ
で
春
秋
を
始
め
と
す
る
八
項
目
を
挙
げ
、
そ
の
目
的
と
す
る
所
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
八
つ
の
教
科
に
つ
い



「買誼新書」の教育思想（下）

て
の
教
務
規
定
・
教
務
目
的
の
類
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
に
続
く
部
分
は
、

或
明
恵
施
、
以
道
之
忠
、

明
長
復
、
以
道
之
信
、

明
度
量
、
以
道
之
義
、

明
等
級
、
以
道
之
札
、

明
恭
倹
、
以
道
之
孝
、

明
敬
戒
、
以
道
之
事
、

明
慈
愛
、
以
道
之
仁
、

明
備
雅
、
以
道
之
文
、

明
除
害
、
以
道
之
武
、

明
精
直
、
以
道
之
罰
、

明
正
徳
、
以
道
之
賞
、

明
斎
粛
、
以
道
之
教
、

此
所
謂
教
太
子
也
。

と
あ
る
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
、

「明
O
O、
以
道
之
ム
、
」

み
ち
び

と
い
う
定
型
の
句
が
続
い
て
い
る
。
「

O
Oを
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ム
へ
道
く
。
」
と
い
う
の
が
こ
こ
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
最
後
に
あ
る
「
此
所
謂
教
太
子
也
。
」
と
い
う
表
現
よ
り
導
か
れ
る
対
象
が
太
子
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
導
く
人
物

四



四
四

み
ち
び

は
や
は
り
博
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
特
徴
と
し
て
「
明
ら
か
に
す
る
も
の
」
が
す
べ
て
二
字
よ
り
な
り
、
「
道
く
も
の
」

が
す
べ
て
一
字
よ
り
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
形
の
方
が
先
に
あ
っ
て
項
目
を
羅
列
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。
現
実
に
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
教
育
目
標
と
し
て
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。

さ
て
、
次
に
続
く
部
分
は
、

左
右
前
後
、

莫
非
賢
人
以
輔
相
之
、

惚
威
儀
以
先
後
之
、

摂
体
貌
以
左
右
之
、

制
義
行
以
宣
翼
之
、

章
恭
敬
以
監
行
之
、

勤
労
以
勤
之
、

孝
順
以
内
之
、

敦
篤
以
固
之
、

忠
信
以
発
之
、

徳
言
以
揚
之
。

此
所
謂
順
者
也
。
此
博
人
之
道
也
、
非
賢
者
不
能
行
。

と
あ
る
。
な
お
右
の
よ
う
な
表
記
を
と
っ
た
の
は
、
「
莫
非
」
が
「
徳
言
以
揚
之
」
ま
で
か
か
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も

（
ム
）
之
。
」

「（

O）

O
O以
ム



と
い
う
定
型
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
十
の
項
目
を
当
て
は
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
（

O
）
O
O」
の
部
分
を
A
と
し
「
ム
（
ム
）
」
の

部
分
を
B
と
す
る
と
、
「
A
以
B
之
」
と
い
う
形
に
な
る
。
最
後
の
「
此
所
謂
順
者
也
。
此
偉
人
之
道
。
非
賢
者
不
能
行
。
」
と
い
う
表
現
で
、

「
此
れ
が
順
当
で
あ
る
。
人
に
停
た
る
道
で
あ
り
、
賢
者
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
A
は
主
に
得
た
る
者
の
行
動
を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
B
之
」
の
「
之
」
は
太
子
あ
る
い
は
教
育
さ
れ
る
者
を
指
し
、

B
の
よ
う
に
さ
せ
る
と
い
う
意
味
に
も
と
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
博
が
A
と
い
う
態
度
を
と
る
、
あ
る
い
は
A
に
導
く
よ
う
に
教

育
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
さ
れ
る
も
の
に
B
の
よ
う
に
何
か
を
施
し
感
化
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
部
分
の
主
張
で
あ

る
。
例
え
ば
、
威
儀
・
体
貌
を
正
し
前
後
左
右
よ
り
助
け
る
と
か
、
忠
信
に
よ
っ
て
啓
発
す
る
と
か
、
徳
言
に
よ
っ
て
称
揚
す
る
と
か
を

主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
教
育
目
標
と
し
て
で
あ
る
な
ら
ば
、
主
張
さ
れ
て
も
お
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

以
上
見
て
き
た
停
職
篇
前
半
の
三
つ
の
部
分
に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、
教
育
科
目
・
教
育
目
標
と
思
わ
れ
る
も
の
を
箇
条
書
き
に
列

挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、

「買誼新書」の教育思想、（下）

O
此
所
謂
学
太
子
、
以
聖
人
之
徳
者
也
。

O
此
所
謂
教
太
子
也
。

O
此
所
謂
順
者
也
。
此
偉
人
之
道
也
、
非
賢
者
不
能
行
。

と
い
う
言
葉
で
し
め
く
く
り
、
太
子
教
育
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
人
に
偉
た
る
者
と
し
て
の
肝
要
な
点
を
主
張
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が

｛
補
説
1

）

あ
る

0

・
な
お
こ
れ
は
『
新
書
』
保
健
篇
で
、
「
是
段
周
之
所
以
長
有
道
也
。
」
と
い
う
表
現
が
、
段
落
の
最
後
に
当
る
部
分
に
し
ば
し
ば
出

て
き
た
の
と
傾
向
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

さ
て
、
こ
れ
に
続
く
博
職
篇
の
後
半
は
、
『
大
戴
礼
記
』
保
俸
篇
と
重
な
る
部
分
で
あ
る
。
後
半
部
分
の
全
文
を
ま
ず
次
に
掲
げ
る
。

O
天
子
、
不
誠
於
先
聖
人
之
徳
、
不
知
君
国
畜
民
之
道
。
不
見
札
義
之
正
、
不
察
応
事
之
理
、
不
博
古
之
典
伝
、
不
備
於
威
儀
之
数
、

。
。
。
。
。
。
。
。
ム
4

4

4

ム
ム
ム

詩
書
札
楽
無
経
、
天
子
学
業
之
不
法
、
凡
此
其
属
太
師
之
任
也
。
古
者
斉
太
公
職
之
。

一
四
五



一
四
六

O
一
対
苧
、
不
姻
於
親
戚
、
不
恵
於
庶
民
、
無
礼
於
大
臣
、
不
忠
於
刑
獄
、
無
経
於
百
官
、
不
哀
於
喪
、
不
敬
於
祭
、
不
誠
於
戎
事
、
不

信
於
諸
侯
、
不
誠
於
賞
罰
、
不
厚
於
徳
、
不
彊
於
行
、
賜
予
修
於
左
右
近
臣
、
若
授
於
疏
遠
卑
賎
、
不
能
懲
窓
忘
欲
、
大
行
・
大
礼
・

。
。
。
。
。
。
。
。
0

4

4

4

ム

ム

A

A

大
義
・
大
道
不
従
太
師
之
教
、
凡
此
其
属
太
侍
之
任
也
。
古
者
魯
周
公
職
之
。

0
わ
や
、
処
位
不
端
、
受
業
不
敬
、
教
諦
・
識
調
・
詩
書
・
礼
楽
之
不
経
・
不
法
・
不
古
。
言
語
不
序
、
音
声
不
中
律
、
将
学
趨
譲
・

進
退
、
即
席
不
以
礼
、
登
降
・
揖
譲
無
容
、
視
聴
・
僻
仰
・
周
旋
無
節
、
妄
咳
唾
、
数
顧
趨
行
、
色
不
比
順
、
隠
琴
埠
輩
、
凡
此
其

昨
か
僻
む
佐
岱
。

hr争
恥
…
砕
か
胤
w
b。

O
天
子
、
燕
酔
廃
其
学
、
左
右
之
習
読
其
師
、
窓
口
遠
方
諸
侯
、
遇
貴
大
人
、
不
知
大
雅
之
辞
、
窓
口
左
右
近
臣
、
不
知
己
諾
之
適
、
個
問

。

ム

4

ム

品

ム

ム

小
諦
之
不
博
・
不
習
、
凡
此
其
属
少
師
之
任
也
。
古
者
史
侠
職
之
。

O
天
子
、
居
処
・
出
入
不
以
礼
、
衣
服
・
冠
帯
不
以
制
、
御
器
在
側
不
以
度
、
雑
緩
従
美
不
以
章
、
窓
怒
・
説
喜
不
以
義
、
賦
与
・
礁

譲
不
以
節
、
小
行
・
小
礼
・
小
義
・
小
道
、
凡
此
其
属
少
博
之
任
也
。

O
天
子
、
居
処
・
燕
私
安
所
易
、
楽
而
湛
、
夜
漏
扉
人
而
数
、
飲
酒
市
酔
、
食
肉
而
飽
、
飽
而
彊
食
、
飢
市
淋
、
暑
而
喝
、
寒
而
儒
、

寝
而
莫
宥
、
坐
而
莫
侍
、
行
而
莫
先
莫
後
、
帝
自
為
開
戸
、
自
取
玩
好
、
自
執
器
皿
、
亜
顧
還
面
、
而
器
御
之
不
挙
・
不
成
、
折
段

喪
傷
、
凡
此
其
属
少
保
之
任
也
。

O
干
戚
文
羽
之
舞
、
管
衛
琴
窓
之
会
、
号
乎
詞
謡
、
声
音
不
中
律
、
燕
楽
・
雅
訟
逆
楽
序
、
凡
此
其
属
詔
工
之
任
也
。

。
。
。
。
。
。
。
。
。

O
不
知
日
月
之
不
時
節
、
不
知
先
王
之
語
与
国
之
大
忌
、
不
知
風
雨
雷
電
之
雷
、
凡
此
其
属
太
史
之
任
也
。

な
お
『
大
戴
礼
記
』
保
停
篇
に
は
、
右
の
前
半
の
四
節
の
終
わ
り
に
あ
る
「
ム
」
で
傍
点
を
施
し
た
部
分
が
な
く
、
ま
た
第
七
節
の
「
詔

工
之
任
」
に
当
る
も
の
が
な
く
、
「
太
史
之
任
」
の
所
に
、

号
乎
歌
謡
、
声
音
不
中
律
、
宴
楽
雅
諦
、
送
楽
序
、
不
知
日
月
之
時
節
、
不
知
先
王
之
韓
与
大
国
之
忌
、
不
知
風
雨
雷
電
之
昔
、
凡

此
其
属
太
史
之
任
也
。



「頁誼新書」の教育思想（下）

と
し
て
記
し
て
い
る
の
が
、
『
新
書
』
停
職
篇
と
異
な
る
主
だ
っ
た
点
で
あ
る
。

（注
1）

さ
て
、
小
論
第
三
章
に
も
挙
げ
た
『
漢
書
』
買
誼
伝
の
上
奏
文
の
記
述
（
『
新
書
』
保
偉
篇
と
も
重
な
る
部
分
）
に
、

昔
者
成
王
幼
在
繊
抱
之
中
、
召
公
為
太
保
、
周
公
為
太
博
、
太
公
為
太
師
。
保
、
保
其
身
体
、
博
、
停
之
徳
義
、
師
、
道
之
教
訓
。

此
三
公
之
職
也
。
於
是
為
置
三
少
。
皆
上
大
夫
也
。
日
、
少
保
・
少
博
・
少
師
、
是
与
太
子
宴
者
也
。
故
廼
該
提
有
職
、
三
公
・
三

少
固
明
孝
仁
礼
義
以
道
習
之
、
逐
去
邪
人
、
不
使
見
悪
行
。
於
是
皆
選
天
下
之
端
土
・
孝
悌
博
聞
有
道
術
者
以
衛
翼
之
、
使
与
太
子

居
処
出
入
。
故
太
子
廼
生
而
見
正
事
、
聞
正
言
、
行
正
道
、
左
右
前
後
皆
正
人
也
。
：

と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
記
述
に
お
い
て
三
公
・
三
少
の
官
職
が
一
致
し
、
成
王
の
時
代
に
召
公
を
太
保
と
し
、
周
公
を
太

博
と
し
、
太
公
を
太
師
と
し
た
点
で
も
二
つ
の
文
献
は
対
応
・
補
足
し
あ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
先
に
も
挙
げ
た
『
漢
書
』
に
と
ら
え
て
い
な
い
『
新
書
』
保
倖
篇
の
部
分
に
も
、

食
以
札
、
徹
以
楽
。
先
度
則
史
書
之
、
工
諦
之
、
三
公
進
而
読
之
、
宰
夫
減
其
膳
。
是
天
子
不
得
為
非
也
。
明
堂
之
位
日
、
「
篤
仁

而
好
学
、
多
聞
市
道
順
。
」
天
子
疑
則
問
、
応
而
不
窮
者
謂
之
道
。
道
者
道
天
下
以
道
者
也
。
常
立
於
前
、
是
周
公
也
。
誠
立
而
敢
断
、

輔
善
而
相
義
者
謂
之
輔
。
輔
者
輔
天
子
之
意
者
也
。
常
立
於
左
、
是
太
公
也
。
潔
廉
而
切
直
、
匡
過
而
諌
邪
者
調
之
捕
。
梯
者
梯
天

子
之
過
者
也
。
常
立
於
右
、
是
召
公
也
。
博
開
彊
記
、
捷
給
而
善
対
者
謂
之
承
。
承
者
承
天
下
之
遺
忘
者
也
。
常
立
於
後
、
是
史
侠

也
。
故
成
王
中
立
聴
朝
、
則
四
聖
維
之
。
是
以
慮
無
失
計
、
而
挙
無
過
事
。

と
あ
る
。
特
に
こ
の
部
分
は
、
停
職
篇
と
対
応
す
る
部
分
が
多
い
。
右
の
傍
点
を
施
し
た
部
分
の
「
史
書
之
、
工
諦
之
。
」
は
、
停
職
篇
で

三
公
・
三
少
に
つ
い
て
述
べ
た
後
で
、
「
詔
工
之
任
」
・
「
太
史
之
任
」
と
あ
る
の
と
対
応
し
、
さ
ら
に
周
公
・
太
公
・
召
公
・
史
侠
の

四
聖
は
、
停
職
篇
に
も
三
公
（
史
侠
は
三
少
の
少
師
）
の
模
範
的
人
物
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
お
り
対
応
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の

よ
う
に
見
れ
ば
、
『
新
書
』
博
職
篇
と
保
博
篇
と
の
聞
に
は
近
い
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
「
太
保
之
任
」
に
つ
い
て
の
部
分
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
部
分
は
次
に
考
察
す
る
容
経
篇
と
重
な
る
部
分
も
あ
り
、
『
新

四
七



一
四
人

書
』
に
関
す
る
問
題
を
解
く
糸
口
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
改
め
て
記
す
と
、

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

天
子
、
処
位
不
端
、
受
業
不
敬
、
教
語
・
菰
諦
・
詩
書
・
礼
楽
之
不
経
・
不
法
・
不
古
。
言
語
不
序
、
音
声
不
中
律
、
将
学
趨
譲
・

進
退
、
即
席
不
以
札
、
登
降
・
揖
譲
無
容
、
視
聴
・
僻
仰
・
周
旋
無
節
、
妄
咳
唾
、
数
顧
趨
行
、
色
不
比
順
、
隠
琴
障
意
、
凡
此
其

属
太
保
之
任
也
。
古
者
燕
召
公
職
之
。

と
な
る
が
、
『
大
戴
札
記
』
に
は
、

天
子
、
処
位
不
端
、
受
業
不
敬
、
言
語
不
序
、
音
声
不
中
律
、
進
退
・
節
度
無
礼
、
升
降
・
揖
譲
無
容
、
周
旋
・
術
仰
・
視
暗
無
儀
、

安
顧
・
咳
唾
・
趨
行
不
得
色
、
不
比
順
、
隠
琴
翠
。
凡
此
其
属
太
保
之
任
也
。

と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
文
献
の
大
き
な
違
い
は
、
『
新
書
』
の
方
に
圏
点
を
施
し
た
十
五
字
が
、
『
大
戴
札
記
』
の
方
に
は
な
い
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
の
十
五
字
に
つ
い
て
は
、
「
太
師
之
任
」
を
説
明
し
た
所
に
「
詩
書
礼
楽
無
経
、
天
子
学
業
之
不
法
。
」
と
い
う
表
現
も
あ
り
、

（注
2｝

祁
玉
章
の
言
う
よ
う
に
街
文
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
部
分
が
な
い
方
が
、
天
子
の
作
法
上
の
誤
ち
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任
を
と
り

正
し
て
い
く
の
が
「
太
保
之
任
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
む
し
ろ
一
貫
性
が
あ
る
。
太
保
の
主
要
な
役
割
は
天
子
の
作
法
・
動
作
の
監
督
・

指
導
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

き
て
、
『
新
書
』
容
経
篇
に
は
、

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

若
夫
立
市
践
、
坐
而
踊
、
体
怠
悌
、
志
騎
倣
、
趣
視
数
顧
、
容
色
不
比
、
動
静
不
比
度
、
妄
咳
唾
、
疾
昌
一
一
口
、
唾
気
不
順
、
皆
禁
也
。

と
い
う
表
現
が
あ
る
。
特
に
圏
点
を
施
し
た
部
分
は
博
職
篇
と
似
か
よ
っ
て
い
る
。
容
経
篇
の
方
で
は
、
作
法
上
慎
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
列
挙
し
、
そ
れ
が
禁
止
事
項
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
容
経
篇
の
方
は
誰
が
ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
の
禁
止
事

項
で
あ
る
か
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
対
象
を
特
定
し
な
い
一
般
的
な
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
方
停
職
篇
の
方
は
、
明
ら
か
に
天
子

を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
を
襲
っ
た
か
と
い
う
よ
り
も
、
同
一
人
・
あ
る
い
は
考
え
を
同
じ
く
す
る
者
が
、

異
な
っ
た
場
面
に
対
し
て
、
同
じ
よ
う
な
表
現
を
と
っ
て
記
し
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
新
書
』
博
職
篇
で
は
「
太
保



之
任
」
に
対
し
て
「
少
保
之
任
」
の
所
で
は
、
飲
食
の
仕
方
あ
る
い
は
寒
暑
の
処
し
方
等
が
中
心
に
記
さ
れ
て
い
る
。
太
保
の
方
は
主
に

天
子
へ
の
朝
廷
等
の
公
式
の
場
に
お
け
る
作
法
の
注
意
事
項
が
、
少
保
の
方
は
私
生
活
に
お
け
る
注
意
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
、

役
割
の
分
担
が
具
体
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

停
職
篇
は
明
ら
か
に
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
形
式
も
か
な
り
異
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
も
教
育
に
関
す
る
文
献
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

玉
、
司
新
書
』
容
経
篇

（注
3）

容
経
篇
は
、
三
部
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
内
容
よ
り
経
部
・
容
部
・
解
説
部
と
名
づ
け
た
。
経
部
・
容
部
は
容
に
関
す
る

文
献
で
あ
り
、
容
に
つ
い
て
の
考
察
を
含
め
る
と
多
岐
に
わ
た
り
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
つ
も
り
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
解
説
部
を
中

心
に
見
て
い
く
。
ま
ず
解
説
部
を
九
章
に
分
章
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

若
夫
立
而
肢
、
坐
而
踊
、
体
怠
慨
、
志
騎
倣
、
越
視
数
顧
、
容
色
不
比
、
動
静
不
以
度
、
妄
咳
唾
、
疾
言
、
嵯
気
不
順
、
皆
禁
也
。

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
前
章
で
も
触
れ
た
が
、
主
に
礼
儀
上
の
禁
止
事
項
を
挙
げ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。

な
お
こ
こ
で
こ
れ
以
前
の
経
部
・
容
部
に
つ
い
て
、
こ
の
部
分
を
考
え
る
上
で
も
必
要
で
あ
る
の
で
、
ご
く
簡
単
に
見
て
お
く
。
経
部

「
容
経
」
「
視
経
」
「
言
経
」
の
四
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
例
え
ば
、
「
視
経
」
で
は
、

「買誼新書Jの教育思想（下）

は

箪祭朝視 J
旅市E廷有山
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喪
紀
之
視
、
下
汗
垂
網
。

視
経
。

と
あ
り
、
経
部
で
は
、
朝
廷
・
祭
杷
・
軍
旅
・
喪
紀
の
四
つ
の
場
面
に
お
け
る
立
居
振
舞
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。
特
に
こ
の
「
視
経
」

で
顕
著
な
よ
う
に
句
末
に
韻
を
踏
む
場
合
も
あ
り
、
字
数
も
揃
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ら
四
つ
の
場
面
は
、
一
国
の
政

治
に
お
い
て
も
直
接
に
関
連
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
一
般
的
な
立
居
振
舞
の
心
が
け
を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
特
殊

な
も
の
で
あ
り
、
朝
廷
の
場
に
お
け
る
教
育
と
も
何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
持
つ
も
の
だ
と
想
像
さ
れ
る
。
一
方
容
部
は
、
「
立
容
」
・
「
坐

容
」
・
「
行
容
」
・
「
趨
容
」
・
「
昨
旋
之
容
」
・
「
脆
容
」

之
容
」
の
十
一
の
部
分
よ
り
な
る
。
こ
の
う
ち
「
脆
容
」
は
、

脆
以
微
磐
之
容
。
〔
A
〕
（

O
以
ム
ム
之
容
）

撒
右
而
下
、
進
左
而
起
、

手
有
抑
揚
、
各
尊
其
紀
。
〔
旦
〕

脆
容
。

五。

「
持
容
」

「
伏
容
」

「
坐
車
之
容
」

「
立
車
之
容
」

「
兵
車

と
あ
り
、
〔
A
〕
と
〔
B
］
の
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
〔
A
〕
の
（
O
以
ム
ム
之
容
）
の
あ
と
に
、
四
字
句
を
中
心
に
し
た
〔
B
〕
が
続

く
の
が
基
本
的
な
形
で
あ
る
。
「
脆
容
」
で
は
韻
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
容
部
に
お
い
て
全
体
的
に
見
れ
ば
、
経
部
ほ
ど
は
っ

き
り
と
整
っ
た
形
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
経
部
と
同
様
に
暗
諦
に
も
便
利
な
形
を
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
解
説
部
付
に
戻
っ
て
み
る
と
、
経
部
・
容
部
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
容
に
つ
い
て
の
規
律
を
示
し
た
の
に
対
し
、
解
説
部
付
で
そ
の

注
意
事
項
を
記
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
解
説
部
付
は
、
容
部
・
経
部
を
補
足
し
た
文
献
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
『
新
書
』
胎
教
篇
に
、

周
妃
后
、
妊
成
王
於
身
、
立
而
不
践
、
坐
市
不
差
、
笑
而
不
誼
、
独
処
不
倍
、
難
怒
不
罵
、
胎
教
之
語
也
。
成
王
生
、
仁
者
養
之
、



孝
者
繍
之
、
四
賢
傍
之
。
成
王
有
知
、
而
選
太
公
為
師
、
周
公
為
停
、
前
有
与
計
、
雨
後
有
与
慮
也
。
：
：
：
由
此
観
之
、
主
左
右
、

不
可
不
練
也
。

と
い
う
部
分
が
あ
る
。
傍
点
部
は
、
解
説
部
付
を
逆
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
似
か
よ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
周
妃
后
が
成
王

を
妊
っ
た
際
の
気
配
り
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
状
況
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
続
く
部
分
に
、
周
の
成
王
が

太
公
を
師
と
し
、
周
公
を
停
と
し
た
と
す
る
表
現
が
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
見
た
『
新
書
』
保
博
・
博
職
篇
と
内
容
の
上
で
も
近
い
も
の
で

あ
る
と
い
え
る
。
『
新
書
』
保
停
・
停
職
・
容
経
・
胎
教
篇
に
は
共
に
『
大
戴
札
記
』
に
と
ら
れ
た
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
共
通
性

が
あ
る
が
、
表
現
の
上
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
四
篇
に
は
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。

「買誼新書Jの教育思想、（下）

古
者
年
九
歳
入
就
小
学
、
限
小
節
駕
、
業
小
道
駕
。
束
髪
就
大
学
、
際
大
節
罵
、
業
大
道
駕
。
是
以
邪
放
非
畔
無
因
入
之
駕
。
諺
日
、

「
君
子
重
襲
、
小
人
無
由
入
。
正
人
十
倍
、
邪
酔
無
由
来
。
」
古
之
人
其
謹
於
所
近
乎
。
詩
目
、
「
克
克
慨
撲
、
薪
之
楠
之
。
済
済
畔
王
、

左
右
趨
之
。
L

此
言
左
右
日
以
善
趨
也
。

ま
ず
こ
こ
に
出
て
く
る
大
学
の
語
で
あ
る
が
、
先
に
見
た
『
漢
書
』
の
治
安
策
の
中
の
保
健
篇
と
重
な
る
部
分
で
も
「
学
札
」
か
ら
の
引

用
と
し
て
、
「
：
：
：
帝
入
太
学
、
承
師
間
道
、
退
習
而
考
於
太
停
、
太
偉
罰
其
不
則
而
匡
其
不
及
、
則
徳
智
長
而
治
道
得
失
。
：
：
：
L

と

太
学
の
語
を
用
い
た
表
現
が
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
大
学
（
太
学
）
教
育
の
必
要
性
を
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
大
学
（
太
学
）
を
共

に
古
の
こ
と
と
し
て
語
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
性
が
あ
る
。
な
お
こ
の
解
説
部
口
は
、
前
半
部
分
が
『
大
戴
札
記
』
保
博
篇
に
も
と

ら
れ
て
い
る
。

古
者
聖
王
、
居
有
法
則
、
動
有
文
章
、
位
執
戒
輔
、
鳴
玉
以
行
。
鳴
玉
者
侃
玉
也
。
上
有
双
’
封
、
下
有
双
環
、
衝
牙
蹟
珠
以
納
其
問
、

瑠
璃
以
雑
之
。
行
以
采
斉
、
趨
以
躍
夏
、
歩
中
規
、
折
中
矩
、
登
車
則
馬
行
而
驚
鳴
、
驚
鳴
而
和
。
応
声
日
和
。
和
則
敬
。
故
詩
日
、

五
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「
和
鷺
疎
峰
、
万
福
般
向
。
」
言
動
以
紀
度
、
則
万
福
之
所
緊
也
。
故
日
、
「
明
君
在
位
可
畏
、
施
舎
可
愛
、
進
退
可
度
、
周
旋
可
則
、

容
貌
可
観
、
作
事
可
法
、
徳
行
可
象
、
声
気
可
楽
、
動
作
有
文
、
言
語
有
章
、
以
承
其
上
、
以
接
其
等
、
以
臨
其
下
、
以
畜
其
民
。
」

故
為
之
上
者
、
敬
市
信
之
、
等
者
、
親
而
重
之
、
下
者
、
畏
而
愛
之
、
民
者
、
粛
而
楽
之
。
是
以
上
下
和
協
、
而
士
庶
順
査
。
故
能

宗
揖
其
園
、
以
藩
衛
天
子
、
而
行
義
足
法
。
夫
有
威
市
可
畏
、
調
之
威
。
有
儀
市
可
象
、
謂
之
文
。
富
不
可
篇
量
、
多
不
可
為
数
。

故
詩
日
、
「
威
儀
様
様
、
不
可
選
也
。
」
様
様
富
也
、
不
可
選
衆
也
0

4

一
一
口
接
君
臣
・
上
下
・
父
子
・
兄
弟
、
内
外
・
大
小
・
品
事
之
各

有
容
志
也
。

こ
の
解
説
部
臼
も
、
前
半
部
分
が
『
大
戴
礼
記
』
保
侍
篇
に
と
ら
れ
て
い
る
。
な
お
先
に
も
挙
げ
た
『
漢
書
』
買
誼
伝
の
「
治
安
策
」
の

中
の
『
新
書
』
保
博
篇
と
重
な
る
部
分
に
、
「
行
以
鷺
和
、
歩
中
采
斉
、
趣
中
臨
時
夏
、
所
以
明
有
度
也
。
」
と
い
う
解
説
部
臼
に
非
常
に
似

か
よ
っ
た
表
現
が
あ
る
。

な
お
『
韓
詩
外
伝
』
巻
一
に
、

古
者
天
子
左
五
鐘
、
将
出
則
撞
黄
錘
、
而
右
五
鐘
皆
応
之
。
馬
鳴
中
律
、
駕
者
有
文
、
御
者
有
数
。
立
則
磐
折
、
挟
則
抱
鼓
、
行
歩

中
規
、
折
旋
中
矩
。
然
後
太
師
奏
升
享
之
楽
、
告
出
也
。
入
則
撞
羅
賓
、
以
治
容
貌
。
容
貌
得
則
顔
色
斉
、
顔
色
斉
則
肌
膚
安
。
築

賓
有
声
、
鵠
震
馬
鳴
、
及
保
介
之
虫
、
無
不
延
頚
以
聴
。
在
内
者
皆
玉
色
、
在
外
者
皆
金
声
。
然
後
少
師
奏
升
堂
之
楽
、
即
席
告
入

也
。
此
言
音
楽
相
和
、
物
類
相
感
、
同
声
相
応
之
義
也
。
詩
日
、
「
鐘
鼓
楽
之
。
」
此
之
謂
也
。

と
い
う
部
分
が
あ
る
が
、
解
説
部
白
の
前
半
部
と
特
に
近
い
表
現
で
あ
り
、
楽
に
よ
っ
て
容
貌
を
治
め
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
注
目
さ

れ
る
文
献
で
あ
る
。
な
お
解
説
部
臼
に
も
二
箇
所
、
口
に
も
一
箇
所
『
詩
』
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
『
詩
』
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ

と
も
容
経
篇
解
説
部
の
特
徴
で
あ
る
。

間
同

子
轄
由
其
家
来
、
謁
於
孔
子
。
孔
子
正
顔
挙
杖
、
磐
折
而
立
日
、
「
子
之
大
親
、
母
乃
不
寧
乎
。
」
放
杖
市
立
日
、
「
子
之
兄
弟
、
亦



得
無
意
乎
。
」
曳
杖
倍
下
而
行
日
、
「
妻
子
・
家
中
、
得
母
病
乎
。
」
故
身
之
倍
絢
・
手
之
高
下
・
顔
色
声
気
、
各
有
宜
称
。
所
以
明

尊
卑
、
別
疏
戚
也
。

な
お
、
こ
の
部
分
に
近
い
記
述
が
『
巴
氏
春
秋
』
孟
冬
紀
異
用
篇
に
も
あ
る
の
で
記
し
て
お
く
。

孔
子
之
弟
子
、
従
遠
方
来
者
、
孔
子
荷
杖
而
問
之
目
、
「
子
之
公
、
不
有
志
乎
。
」
捧
杖
而
揖
之
問
目
、
「
子
之
父
母
、
不
有
意
乎
。
」

置
杖
而
問
日
、
「
子
之
兄
弟
、
不
有
悲
乎
。
」
杭
歩
而
倍
之
問
日
、
「
子
之
妻
子
、
不
有
志
乎
。
」
故
孔
子
以
六
尺
之
杖
、
議
貴
賎
之
等
、

弁
疏
親
之
義
、
又
況
以
尊
位
厚
棟
。

こ
れ
ら
は
共
に
、
孔
子
が
弟
子
に
対
し
身
内
の
者
の
近
況
を
尋
ね
る
に
当
っ
て
、
杖
の
扱
い
方
に
よ
っ
て
、
そ
の
親
疏
の
区
別
を
示
し
た

も
の
で
、
特
に
『
自
氏
春
秋
』
の
方
の
「
以
六
尺
之
杖
、
論
貴
賎
之
等
、
弁
疏
親
之
義
、
又
況
以
尊
位
厚
様
。
L

の
表
現
に
そ
れ
が
端
的

に
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
容
経
篇
の
方
を
仔
細
に
見
る
と
「
磐
折
而
立
。
」
と
か
「
故
身
之
偏
向
、
手
之
高
下
、
顔
色
声
気
、
各
有
宜
称
。
L

と
い
う
『
呂
氏
春
秋
』
に
な
い
表
現
が
あ
り
、
杖
の
扱
い
方
の
他
に
、
細
か
い
動
作
に
つ
い
て
も
及
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
「
磐
折
」

あ
る
い
は
「
微
磐
」
の
語
は
容
経
篇
の
容
部
に
盛
ん
に
出
て
く
る
語
で
も
あ
り
、
解
説
部
四
も
容
に
関
係
の
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

「賓誼新書」の教育思想（下）

E
 

子
路
見
孔
子
之
背
碧
折
、
挙
裏
目
、
「
唯
由
也
見
。
」
孔
子
聞
之
目
、
「
由
也
、
何
以
遺
志
也
。
」
故
過
猶
不
及
、
有
余
猶
不
足
也
。

こ
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
四
に
も
出
て
き
た
「
磐
折
」
の
語
が
あ
り
、
そ
れ
が
孔
子
の
動
作
を
評
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
具
体
的
な
礼
儀
が
テ
l
マ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

語
目
、
「
審
乎
明
王
執
中
履
衡
。
」
言
乗
中
適
而
拠
乎
宜
。
故
威
勝
徳
則
淳
、
徳
勝
威
則
施
、
威
之
与
徳
交
、
若
謬
縛
、
互
畏
且
懐
、

君
道
正
実
。
質
勝
文
則
野
、
文
勝
質
則
史
、
文
質
彬
彬
、
然
後
君
子
。

五
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こ
こ
は
、
「
審
乎
明
王
執
中
履
衡
。
」
と
い
う
「
語
日
」
の
意
味
を
説
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
中
を
尊
ぶ
こ
と
を
説
き
、
以
下

の
説
明
の
中
で
、
威
に
も
徳
に
も
片
寄
ら
ず
、
質
に
も
文
に
も
片
寄
ら
な
い
の
が
君
子
た
る
べ
き
者
の
道
で
あ
る
と
い
う
意
味
の
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
容
に
関
連
の
あ
る
こ
と
に
は
及
ん
で
い
な
い
が
、
君
子
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
注
目
さ
れ

る。

同

龍
也
者
人
主
之
酔
也
。
充
龍
往
而
不
返
。
故
易
目
、
「
有
悔
。
」
悔
者
、
凶
也
。
潜
龍
入
而
不
能
出
。
故
日
、
「
勿
用
。
」
勿
用
者
、
不

可
也
。
龍
之
神
也
、
其
惟
輩
龍
乎
。
能
与
細
細
、
能
与
巨
臣
、
能
与
高
高
、
能
与
下
下
。
吾
故
目
、
「
龍
変
無
常
、
能
幽
能
章
。
」
故

至
人
者
、
在
小
不
宝
、
在
大
不
実
押
而
不
能
作
、
習
市
不
能
順
、
挑
不
惜
、
卒
不
妄
、
鏡
裕
不
麗
、
迫
不
自
喪
、
明
是
審
非
、
察

中
居
宜
、
此
之
謂
有
威
儀
。

こ
こ
で
は
、
龍
を
人
主
の
理
想
的
な
姿
の
た
と
え
と
し
て
持
ち
出
し
、
『
易
』
の
乾
の
卦
の
五
交
の
辞
を
引
用
し
て
論
評
し
、
「
：
：
：
察
中

居
宜
、
此
之
謂
有
威
儀
。
」
と
述
べ
、
中
を
察
す
る
こ
と
を
宜
し
き
に
居
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
威
儀
に
か
な
っ
た
こ
と
で
あ
る

と
論
じ
て
い
る
。
容
経
篇
全
体
を
見
た
場
合
、
容
あ
る
い
は
威
儀
と
い
う
も
の
を
、
具
体
的
に
細
か
く
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
中
と
威
儀
と
を
結
び
つ
け
、
中
に
よ
っ
て
威
儀
を
理
論
的
に
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
た
意
図
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
前
章

（
∞
）
に
お
い
て
中
を
説
い
た
こ
と
に
も
意
味
が
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

竹

v
h
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古
之
為
路
輿
也
、
査
円
以
象
天
、
二
十
八
棟
以
象
列
星
、
斡
方
以
象
地
、
三
十
輯
以
象
月
。
故
仰
則
観
天
文
、
術
則
察
地
理
、
前
視

則
観
鷲
和
之
声
・
四
時
之
運
。
此
興
教
之
道
也
。

こ
こ
で
は
路
興
（
天
子
の
車
）
が
、
天
地
を
象
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
天
地
・
万
象
に
模
し
て
輿
車
を
作
る
こ
と
が
、
興
教
の

道
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
容
経
篇
の
経
部
・
容
部
あ
る
い
は
解
説
部
の
前
半
（
付
l
回
）
が
、
容
あ
る
い
は
威
儀
に
つ
い
て
の



細
か
い
規
定
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
と
は
傾
向
を
異
に
す
る
が
、
路
輿
を
例
に
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
札
が
天
地
に
法
っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
印
象
づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
れ
は
解
説
部
同
・
出
で
中
を
尊
ぶ
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
と
は

性
格
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
札
あ
る
い
は
威
儀
に
つ
い
て
の
理
論
的
根
拠
を
述
べ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
共
通
性
が
あ
る
。

な
お
、
こ
の
部
分
は
『
大
戴
札
記
』
に
も
引
か
れ
て
お
り
、
車
馬
に
関
し
て
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
解
説
部
臼
と
も
共
通
性
が
あ
る
。

な
お
容
部
に
は
、
「
坐
憲
之
容
」
「
立
車
之
容
」
「
兵
車
之
容
」
と
車
馬
の
場
に
お
け
る
容
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
が
あ
る
。

「貰誼新書」の教育思想（下）

出

人
主
太
浅
則
知
聞
、
太
博
則
業
厭
。
二
者
異
口
同
敗
、
其
傷
必
至
、
故
師
侍
之
道
、
既
美
其
施
、
又
慎
其
斉
、
適
疾
徐
、
任
多
少
、

造
而
勿
趣
、
柑
而
勿
苦
、
省
其
所
省
、
而
堪
其
所
堪
、
故
力
不
労
市
身
大
盛
。
此
聖
人
之
化
也
。

こ
の
部
分
は
、
容
経
篇
全
体
の
し
め
く
く
り
で
あ
り
、
ま
た
重
要
な
問
題
も
含
ん
で
い
る
の
で
、
訳
を
ま
ず
示
す
。

人
主
は
浅
薄
で
あ
れ
ば
知
識
が
狭
く
片
寄
っ
て
し
ま
う
し
、
逆
に
知
識
が
広
す
ぎ
る
と
本
来
の
仕
事
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
よ
う
に

な
る
。
こ
の
二
つ
は
、
状
態
は
異
な
る
が
共
に
失
敗
の
原
因
に
な
り
、
そ
の
傷
口
は
必
ず
現
れ
て
く
る
。
そ
れ
故
に
師
博
と
し
て
の

道
は
、
自
己
の
行
い
を
正
し
く
し
、
自
己
の
分
限
を
慎
し
み
、
時
機
を
速
き
に
も
遅
き
に
も
失
し
な
い
よ
う
に
し
、
物
の
多
寡
を
調

整
し
、
何
事
も
急
ぐ
こ
と
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
あ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
反
省
す
べ
き
点
は
反
省
し
、
耐
え
る
べ
き
所
は
耐
え
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
わ
が
身
も
大
成
す
る
。
こ
れ
が
聖
人
の
化
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
人
主
と
し
て
の
陥
り
や
す
い
欠
点
を
正
す
べ
き
者
と
し
て
の
師
停
の
心
が
け
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
師
俸
と
し
て
の
正

し
い
道
を
全
う
す
る
こ
と
が
、
「
聖
人
之
化
」
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
天
子
あ
る
い
は
太
子
の
教
育
に
当
る
者
と
し
て
の
窮
極
の
目
標
を

提
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
「
人
主
太
浅
則
知
聞
、
太
博
則
業
厭
。
L

と
か
「
適
疾
徐
、
任
多
少
、
」
と
い
う
表
現
は
、
極
端

に
片
寄
ら
な
い
と
い
う
点
で
中
を
説
い
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
解
説
部
開
・
出
と
の
関
連
が
出
て
く
る
。
解

説
部
全
体
を
見
て
く
る
と
、
前
半
の
ハ
円
か
ら
佃
ま
で
は
具
体
的
に
容
に
関
連
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
論
じ
、
後
半
の
閃
か
ら

ωは
そ
れ
を

一
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理
論
的
に
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
た
意
図
が
見
ら
れ
る
。

な
お
解
説
部
仰
は
、
『
春
秋
繁
露
』
玉
杯
篇
に
も
と
ら
れ
て
い
る
。
玉
杯
篇
の
方
は
六
芸
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
の
後
に
こ
の
部
分
が

続
く
が
、
こ
れ
ら
の
部
分
は
『
春
秋
』
に
つ
い
て
論
じ
た
前
後
の
部
分
と
必
ず
し
も
繋
が
る
わ
け
で
は
な
く
、
容
経
篇
の
方
が
本
来
の
形

で
あ
っ
た
と
想
像
す
る
。

こ
こ
で
容
経
篇
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
当
っ
て
、
買
誼
の
生
き
た
文
帝
期
に
お
け
る
容
の
受
容
の
問
題
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ

る
。
『
史
記
』
儒
林
伝
に
、

而
魯
徐
生
善
為
容
。
孝
文
帝
時
、
徐
生
以
容
為
札
官
大
夫
。
伝
子
至
孫
徐
延
・
徐
嚢
。
裏
、
其
天
姿
善
為
容
、
不
能
通
札
経
。
延
頗

能
、
未
善
也
。
裏
以
容
為
漢
札
官
大
夫
、
至
広
陵
内
史
。
延
及
徐
氏
弟
子
公
戸
満
意
・
桓
生
・
単
次
、
皆
嘗
為
漢
礼
官
大
夫
。
而
暇

正
粛
奮
、
以
礼
為
准
陽
太
守
。
是
後
能
言
札
為
容
者
、
由
徐
氏
駕
。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
文
帝
の
時
代
に
徐
生
と
い
う
人
物
が
お
り
、
容
を
普
く
行
い
子
孫
に
伝
え
た
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
こ
の
点
か
ら
も
文
帝
期
に
容
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
文
帝
期
に
お
け
る
容
の
問
題
に
つ
い
て
は
以
前
に
論
じ
、
買

｛注
4）

誼
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
以
後
考
え
を
新
た
に
し
た
点
に
つ
い
て
の
み
触
れ
て
お
く
。

ま
ず
容
経
篇
経
部
・
容
部
は
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
見
て
よ
く
、
『
史
記
』
儒
林
伝
の
記
述
、
あ
る
い
は
『
礼
記
』
玉
藻
篇
等
に
も
経
部
・

容
部
と
近
似
の
文
が
あ
る
こ
と
、
『
韓
詩
外
伝
』
に
も
容
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
文
帝
期
に
こ
の
文
献
が
存
在
し
て

い
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
た
だ
こ
れ
が
全
く
買
誼
の
手
に
な
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
の
可
能
性
は
む
し
ろ
少
な
い
と
考
え
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
①
．
経
部
・
容
部
に
近
似
の
文
献
が
『
礼
記
』
等
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
貰
誼
と
を
直
接
に
結
び
つ
け
る
根
拠
に
欠
け

る
こ
と
、
②
．
こ
の
時
代
に
は
徐
生
を
始
め
と
す
る
容
の
専
門
家
が
お
り
、
文
章
化
・
体
系
化
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
彼

ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
順
序
と
し
て
妥
当
で
あ
る
こ
と
、
③
．
買
誼
自
身
特
に
容
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
資
料
に

欠
け
る
こ
と
、
④
．
買
誼
自
身
魯
国
の
出
身
で
も
な
く
、
『
史
記
』
に
「
頗
通
諸
子
百
家
之
書
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
儒
教
の
専
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門
家
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
儒
家
の
専
科
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
容
を
専
門
に
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
買
誼
自
身
諸
侯
王
の
教
育
に
当
っ
て
お
り
、
札
に
関
心
を
持
ち
、
天
子
を
頂
点
と
し
札
を
理
論
の
根
本
に
据
え
た
国
家
を
目
指

し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
太
子
教
育
の
教
科
書
と
し
て
容
に
関
す
る
記
述
を
体
系
化
し
て
い
っ
た
か
も
知
れ
ず
、
そ
れ
が
経
部
・
容

部
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
こ
の
資
料
の
み
か
ら
は
こ
れ
以
上
の
推
測
は
不
可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
解
説
部
を
考
察
す
る
こ
と
か

ら
糸
口
が
見
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

さ
て
、
解
説
部
に
戻
り
こ
の
文
献
の
持
つ
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
以
上
の
考
察
よ
り
解
説
部
は
経
部
・
容
部
と
の
何
ら
か
の
関
係
が

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
経
部
・
容
部
の
後
に
成
っ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
解
説
部
の
成
立
年
代
を
考
え
る
と
、
容
に

つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
時
代
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
く
、
容
に
最
も
関
心
が
あ
っ
た
時
代
と
し
て
文
帝
期
が
ま
ず
候
補
の
第

一
に
登
る
。
ま
た
容
経
篇
の
解
説
部
の
一
部
は
、
『
大
戴
札
記
』
保
侍
篇
に
『
新
書
』
保
侍
・
停
職
・
胎
教
篇
の
一
部
と
共
に
採
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
既
に
何
度
か
述
べ
た
が
、
解
説
部
付
に
停
職
・
胎
教
篇
と
非
常
に
近
い
表
現
が
あ
り
、
口
の
大
学
の
語
も
『
新
書
』
保
偉
篇

で
太
学
と
し
て
出
て
く
る
な
ど
、
こ
れ
ら
四
篇
は
関
連
性
の
非
常
に
深
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
解
説
部
は
「
聖
王
」
・
「
天

子
」
・
「
人
主
」
あ
る
い
は
「
路
輿
L

の
語
が
あ
り
、
支
配
者
あ
る
い
は
そ
れ
に
所
属
す
る
物
に
及
ん
で
い
る
こ
と
よ
り
、
支
配
者
と
関

係
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
主
に
こ
の
部
分
で
容
に
つ
い
て
語
り
、
最
後
の
章
で
「
故
師
倖
之
道
、
：
：
：
L

と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

考
え
合
わ
す
と
、
こ
れ
も
や
は
り
天
子
あ
る
い
は
太
子
教
育
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

解
説
部
は
『
新
書
』
保
博
篇
・
停
職
篇
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
張
も
共
通
す
る
点
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
既
に
見
た
よ
う

に
、
伽
は
『
春
秋
繁
露
』
中
の
も
の
よ
り
先
に
成
立
し
た
可
能
性
が
大
き
く
、
口
等
は
『
韓
詩
外
伝
』
と
の
関
連
も
あ
り
、
文
帝
期
と
か

か
わ
り
の
あ
る
文
献
と
深
い
関
係
の
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
解
説
部
は
文
帝
期
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
、
買
誼
自
身
が
直
接
関
与
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
章

の
最
後
と
し
て
、
容
と
太
子
（
天
子
）
教
育
の
関
係
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
経
部
に
お
い
て
朝
廷
・
祭
杷
・
軍
旅
・
喪
紀
の
四

一
五
七



一
五
八

つ
の
場
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
四
つ
の
場
面
は
一
国
の
政
治
と
も
か
か
わ
り
を
持
ち
、
こ
れ
ら
の
場
で
身
分
に
ふ
さ
わ
し
い
容
を

行
え
る
こ
と
が
、
支
配
者
と
し
て
の
資
格
で
あ
り
、
他
者
と
区
別
さ
れ
、
評
価
の
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
場
合
に
よ
れ
ば
見
る
者
に
長
敬

の
念
を
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
朝
廷
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
容
が
行
わ
れ
v

朝
廷
に
お
け
る
教
育
者
は
、

容
の
指
導
が
職
分
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
文
帝
期
と
い
う
前
漢
の
創
成
期
よ
り
安
定
期
へ
向
か
っ

て
諸
制
度
の
整
備
が
要
求
さ
れ
、
規
範
が
求
め
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
な
ら
ば
、
容
の
指
導
が
重
ん
じ
ら
れ
た
と
推
測
せ
ら
れ
る
の
は
な
お

さ
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
容
を
体
系
化
し
理
論
化
を
試
み
よ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
、
容
経
篇
解
説
部
、
あ
る
い
は
容
経

篇
全
体
（
経
部
・
容
部
の
編
輯
を
含
め
て
）
が
文
帝
期
に
買
誼
あ
る
い
は
買
誼
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
中
で
作
ら
れ
た
こ
と
は
充
分

に
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
意
味
に
お
い
て
、
容
経
篇
は
太
子
教
育
と
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
『
新
書
』
保
侍
・
停
職
篇
と
共
に
買
誼
の

教
育
思
想
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
る
。

六
、
胎
教
の
思
想

『
新
書
』
の
中
で
も
極
め
て
特
殊
な
事
柄
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
胎
教
篇
が
あ
る
。
胎
教
も
、
も
ち
ろ
ん
教
育
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、

買
誼
の
思
想
、
特
に
い
ま
ま
で
見
て
き
た
教
育
思
想
か
ら
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
胎
教
と
い
う
問
題
に
至
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

胎
教
と
い
う
こ
と
が
あ
る
時
代
に
思
想
史
の
上
で
問
題
に
な
る
こ
と
に
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
主
に
こ
の
問
題
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

胎
教
篇
の
中
の
記
述
と
類
似
し
た
も
の
が
、
実
は
劉
向
の
撰
と
さ
れ
る
『
列
女
伝
』
の
説
話
の
中
に
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
ち
ら
の
説

話
の
方
を
ま
ず
取
上
げ
る
。

太
任
者
、
文
王
之
母
、
撃
任
氏
中
女
也
。
王
季
衆
為
妃
。
太
任
之
性
、
端
一
誠
荘
。
惟
徳
之
行
。
及
其
有
娠
、
目
不
視
悪
色
、
耳
不

聴
淫
声
、
口
不
出
放
言
、
能
以
胎
教
。
捜
於
家
牢
、
而
生
文
王
。
文
王
生
而
明
聖
。
太
任
教
之
、
以
一
雨
識
百
。
君
子
謂
、
太
任
為



能
胎
教
。
古
者
婦
人
妊
子
、
寝
不
側
、
坐
不
辺
、
立
不
揮
、
不
食
邪
味
。
割
不
正
不
食
、
席
不
正
不
坐
、
目
不
視
子
邪
色
、
耳
不
聴

子
淫
声
。
夜
則
令
普
請
詩
、
道
正
事
。
知
此
、
則
生
子
形
容
端
正
、
才
徳
必
過
人
実
。
故
姫
子
之
時
、
必
慎
所
感
、
感
於
善
則
善
、

感
於
悪
則
悪
。
人
生
而
肖
父
母
者
、
皆
其
母
感
子
物
。
故
形
意
肖
之
。
文
王
母
、
可
謂
知
肖
化
失
。

さ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
文
王
の
母
で
あ
る
太
任
の
胎
教
の
例
を
も
ち
だ
し
、
そ
こ
に
古
の
こ
と
と
し
て
傍
点
を
施
し

た
部
分
の
よ
う
に
、
胎
教
を
行
う
婦
人
の
立
場
と
し
て
の
立
居
振
舞
等
の
非
常
に
細
か
い
点
に
及
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
新

書
』
胎
教
篇
の
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周
妃
后
、
妊
成
王
於
身
、
立
市
不
肢
、
坐
市
不
差
、
笑
而
不
誼
、
独
処
不
信
、
難
怒
不
罵
、
胎
教
之
謂
也
。

と
も
非
常
に
近
い
表
現
で
あ
り
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
胎
教
篇
の
こ
の
部
分
は
、
容
経
篇
解
説
部
付
に
非
常
に
似
か
よ
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
て
み
た
い
の
は
、
『
列
女
伝
』
の
方
に
、
胎
教
に
つ
い
て
語
る
に
当
っ
て
「
割
不
正
不
食
、
席
不
正
不
坐
。
」
と

い
う
表
現
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
に
非
常
に
近
い
表
現
が
『
韓
詩
外
伝
』
巻
九
の
冒
頭
の
説
話
の
中
で
、
孟
子
の
母
の
言

と
し
て
「
吾
懐
姫
是
子
、
席
不
正
不
坐
、
割
不
正
不
食
、
胎
教
之
也
。
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
は
『
論
語
』
の
郷
党
篇
に
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
箇
所
に
あ
る
匂
を
一
つ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
『
史
記
』
の
孔
子
世
家
に
「
魚
館
、
肉
敗
、
割
不
正
不
食
、
席
不
正

不
坐
。
食
於
有
喪
者
之
側
、
未
嘗
飽
也
。
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
二
句
は
当
時
言
い
ま
わ
し
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
と
す
る
と
『
論
語
』
に
あ
る
句
が
胎
教
を
一
吉
う
際
に
使
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。

な
お
『
論
語
』
郷
党
篇
は
、
『
新
書
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
興
味
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
若
干
の
見
解
を
別

（
補
説
2）

に
記
し
て
お
い
た
。

さ
て
、
こ
こ
で
本
来
の
『
新
書
』
胎
教
篇
の
方
に
話
を
戻
し
て
考
え
て
み
る
。
こ
こ
で
は
胎
教
篇
の
始
め
の
部
分
を
見
て
お
き
た
い
。

こ
の
部
分
は
全
体
の
四
分
の
一
に
当
た
る
が
、
買
誼
の
思
想
、
特
に
教
育
思
想
か
ら
胎
教
の
考
え
が
必
然
的
に
導
か
れ
る
か
を
知
る
た
め

に
は
、
こ
の
部
分
だ
け
か
ら
も
充
分
に
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以
後
に
は
胎
教
と
は
直
接
に
は
繋
が

五
九
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六
O

ら
な
い
事
柄
も
登
場
す
る

A
．
易
日
、
「
正
其
本
而
万
物
理
。
失
之
牽
輩
、
差
以
千
里
。
」
故
君
子
慎
始
。
春
秋
之
元
、
詩
之
関
雄
、
札
之
冠
婚
、
易
之
乾
坤
、
皆

慎
始
敬
終
云
爾
。
素
成
、
謹
為
子
孫
婚
妻
嫁
女
、
必
択
孝
悌
世
世
有
行
義
者
。
如
是
則
其
子
孫
慈
孝
、
不
敢
淫
暴
、
党
無
不
善
、
三

族
輔
之
。
故
鳳
風
生
而
有
仁
義
之
意
。
虎
狼
生
而
有
貧
戻
之
心
。
両
者
不
等
、
各
以
其
母
。
鳴
呼
戒
之
哉
。
無
養
乳
虎
、
将
傷
天
下
。

故
目
、
「
素
成
胎
教
之
道
、
書
之
玉
版
、
蔵
之
金
橿
、
置
之
宗
廟
、
以
為
後
世
戒
。
」

な
お
、
『
大
戴
札
記
』
保
博
篇
に
も
右
の
部
分
が
引
か
れ
て
い
る
。
右
の
文
で
は
「
素
成
」
と
い
う
表
現
が
二
度
出
て
く
る
が
、
最
初
の
「
素

成
」
の
部
分
が
『
大
戴
札
記
』
で
は
「
素
誠
繁
成
」
に
な
っ
て
い
る
な
ど
若
干
の
字
句
の
違
い
が
あ
る
。
さ
て
最
初
に
『
易
』
を
引
用
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
『
易
』
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
に
近
い
句
は
、
『
史
記
』
の
太
史
公
自
序
に
「
故
易
日
、
『
失
之

豪
撞
、
差
以
千
里
。
』
」
と
あ
り
、
『
礼
記
』
の
経
解
篇
に
「
易
日
、
『
君
子
慎
始
、
差
若
豪
替
、
謬
以
千
里
、
此
之
謂
也
。
』
」
と
あ
る
。
ま

た
『
文
選
』
巻
六
十
の
「
斉
寛
陵
文
宣
王
行
状
」
の
李
善
注
に
「
易
乾
撃
度
目
、
『
正
其
本
而
万
物
理
、
失
之
基
盤
、
差
以
千
里
。
』
」
と

あ
り
、
乾
墾
度
の
文
と
し
て
い
る
。
『
史
記
』
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
『
史
記
』
の
記
さ
れ
た
当
時
、
こ
の
句
が
『
易
』
に
含
ま
れ
て
い
た

可
能
性
は
あ
る
。
さ
て
そ
の
次
に
は
、
『
春
秋
』
・
『
詩
』
・
『
札
』
・
『
易
』
の
そ
れ
ぞ
れ
に
始
め
を
慎
し
む
と
い
う
精
神
が
語
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
『
春
秋
』
・
『
詩
』
・
『
札
』
・
『
易
』
に
関
係
の
あ
る
事
柄
、
あ
る
い
は
引
用
な
ど
は
『
新
書
』
の
中
に
も
見
い
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
こ
こ
で
の
『
春
秋
』
の
記
述
「
春
秋
之
元
」
と
い
う
表
現
は
、
『
公
羊
伝
』
の
冒
頭
を
連
想
さ
せ
る
。
『
新
書
』
の

中
に
も
巻
六
に
春
秋
篇
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
単
に
説
話
を
幾
っ
か
並
べ
た
も
の
で
、
『
国
語
』
等
と
の
関
係
が
深
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
主
旨
の
も
と
に
作
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
胎
教
篇
の
こ
の
部
分
で
は
『
春
秋
』
・
『
詩
』
・
『
礼
』
・
『
易
』
の
四
つ
の

経
を
持
ち
出
し
て
い
る
が
、
経
を
並
べ
て
理
論
を
た
て
て
い
る
所
は
停
職
篇
の
前
半
の
部
分
に
も
あ
る
も
の
の
、
『
春
秋
』
の
性
格
も
『
公

羊
伝
』
的
色
彩
が
強
く
、
い
ま
ま
で
の
も
の
と
は
や
や
傾
向
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
右
の
引
用
の
中
の
こ
れ
に
続
く
部
分
で
は
始
め
を

慎
し
む
こ
と
よ
り
、
そ
れ
を
胎
教
の
教
え
に
論
理
的
に
導
く
こ
と
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
極
め
て
明
解
な
論
理
で
あ
り
、
以
上
述
べ
た
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買
誼
の
教
育
思
想
よ
り
必
然
的
に
導
か
れ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
明
解
な
論
理
で
あ
り
買
誼
の
思
想
よ
り
必
然
的
に
導
か
れ
る
と
い
っ
て
も
、

こ
れ
が
買
誼
の
手
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
直
接
に
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
『
大
戴
札
記
』
保
博
篇
に
『
新
書
』
博
職
・
保
偉
・
容
経
の

各
篇
の
部
分
と
共
に
、
こ
の
部
分
（
及
び
以
下
の
部
分
、
胎
教
篇
の
ほ
ぽ
前
半
分
に
当
る
）
が
採
ら
れ
て
い
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
『
大
戴

札
記
』
を
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
戴
徳
の
時
代
（
宣
帝
期
を
中
心
と
す
る
）
に
は
、
こ
の
部
分
の
記
述
が
既
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
大

き
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

き
て
、
こ
れ
に
続
く
胎
教
篇
の
部
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

B
．
青
史
氏
之
記
日
、
「
古
者
、
胎
教
之
道
、
王
后
有
身
。
七
月
間
就
葺
室
。
太
師
持
銅
而
御
戸
左
、
太
宰
持
斗
而
御
戸
右
、
太
卜
持

蕃
亀
而
御
堂
下
、
諸
官
皆
以
其
職
御
於
門
内
。
比
一
一
一
月
者
、
王
后
所
求
声
音
、
非
礼
楽
、
則
太
師
撫
楽
町
称
不
習
、
所
求
滋
味
者
、

非
正
味
、
則
太
宰
荷
斗
、
而
不
敢
煎
調
而
日
、
『
不
敢
以
侍
王
太
子
。
』
太
子
生
而
泣
、
太
師
吹
銅
目
、
『
声
中
某
律
。
』
太
宰
日
、
『
滋

味
上
某
。
』
太
卜
日
、
『
命
云
某
。
』
然
後
為
王
太
子
。
：
：
：
」

こ
こ
の
冒
頭
に
登
場
す
る
『
青
史
氏
之
記
』
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
の
諸
子
略
小
説
家
類
に
あ
る
『
青
史
子
五
十
七
篇
』
を
指
す
可
能
性

も
あ
る
。
『
漢
書
』
の
原
注
に
は
「
古
史
官
記
事
也
。
」
と
あ
り
、
胎
教
篇
の
引
用
の
方
で
も
「
古
者
」
の
胎
教
に
関
す
る
官
制
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
。
な
お
『
青
史
子
』
に
つ
い
て
は
こ
の
他
に
は
不
明
で
あ
り
、
撰
者
に
つ
い
て
は
周
寿
昌
の
『
漢
書
注
校
補
』
に
「
貰
執
姓

氏
英
賢
録
云
、
晋
太
史
董
狐
之
子
受
封
青
史
之
田
、
因
氏
薦
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
単
に
姓
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

な
お
「
青
史
氏
之
記
日
」
が
ど
こ
ま
で
か
か
る
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
後
も
し
ば
ら
く
官
に
関
す
る
記
録
が
続
く
の
で
、
少
な
く
と

も
右
の
引
用
の
部
分
ま
で
は
含
ま
れ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
で
は
王
后
の
妊
娠
以
後
の
太
師
・
太
宰
・
太
卜
の
役
割
が
語
ら
れ
て

い
る
が
、
実
際
胎
教
に
関
す
る
こ
と
は
右
の
引
用
で
も
前
半
ま
で
で
あ
り
、
「
太
子
生
市
泣
、
：
：
：
」
以
後
は
太
子
誕
生
後
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
所
求
声
音
、
非
礼
楽
、
則
太
師
撫
楽
而
称
不
習
、
所
求
滋
味
者
、
非
正
味
、
則
太
宰
荷
斗
、
而

不
敢
煎
調
：
：
：
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
列
女
伝
』
の
「
割
不
正
不
食
、
席
不
正
不
坐
。
」
に
通
じ
る
所
が
あ
る
。
後
者
は
妊

一六
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娠
の
当
事
者
の
場
合
で
、
前
者
は
当
事
者
の
周
囲
の
官
人
の
場
合
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
妊
娠
の
聞
に
道
徳
的
あ
る
い
は
儀
礼
・
習
慣
的

に
正
し
い
、
む
し
ろ
厳
格
な
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
に
も
引
用
し
た
胎
教
篇
の
こ
の
後
に
あ
る
、

周
妃
后
、
妊
成
王
於
身
、
立
而
不
破
、
坐
而
不
差
、
笑
而
不
誼
、
独
処
不
侶
、
難
怒
不
罵
、
胎
教
之
謂
也
。

と
い
う
箇
所
に
お
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
部
分
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
『
新
書
』
の
容
経
篇
に
も
近
い
表
現
が
あ
る
。
な

お
『
大
戴
礼
記
』
保
停
篇
に
も
こ
の
部
分
は
採
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
こ
で
胎
教
篇
全
体
の
構
成
を
見
て
お
き
た
い
。
以
上
の
引
用
は
全
体
の
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
が
、
ま
ず
『
易
』
を
引
用
す
る

こ
と
に
始
ま
り
胎
教
の
理
論
を
説
き
（
A
の
部
分
）
、
次
に
『
青
史
氏
之
記
』
の
引
用
よ
り
胎
教
及
び
誕
生
以
後
（
B
の
部
分
）
に
及
ん

で
い
る
。
以
下
は
太
子
誕
生
の
儀
式
に
移
っ
て
い
る
。
以
後
何
度
か
引
用
し
た
「
周
妃
后
、
妊
成
王
於
身
、
：
：
：
」
の
記
述
が
あ
り
、
そ

の
後
に
、成

王
生
、
仁
者
養
之
、
孝
者
繊
之
、
四
賢
傍
之
。
成
王
有
知
、
而
選
太
公
為
師
、
周
公
為
博
、
前
有
与
計
、
而
後
有
与
慮
也
。
是
以

封
於
泰
山
、
而
禅
於
梁
父
、
朝
諸
侯
一
天
下
、
由
此
観
之
、
主
左
右
、
不
可
不
練
也
。

と
あ
る
。
こ
の
後
に
続
く
後
半
部
分
（
分
量
の
上
で
も
約
半
分
を
占
る
）
は
、
実
は
過
去
の
歴
史
に
お
い
て
の
「
主
左
右
、
不
可
不
練

也
。
」
の
具
体
的
な
例
を
並
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
胎
教
と
の
直
接
の
関
係
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
胎
教
に
関
す
る
こ

と
は
前
半
の
み
で
あ
る
。

A
で
理
論
を
述
べ
、

B
で
『
青
史
氏
之
記
』
を
引
用
し
、
そ
の
後
に
成
王
の
例
に
及
ん
で
い
る
。
引
用
文
で
あ

る
B
及
ぴ
そ
れ
に
続
く
部
分
を
除
け
ば
、
胎
教
自
体
の
思
想
は
極
め
て
単
純
化
さ
れ
た
も
の
に
な
る
。
要
す
る
に
最
初
を
尊
ぶ
こ
と
よ
り

胎
教
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
理
論
的
根
拠
を
確
立
す
る
こ
と
と
、
妊
娠
者
自
身
が
厳
格
な
行
動
を
心
が
け
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
買

誼
自
身
果
た
し
て
胎
教
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
太
子
教
育
を
よ
り
早
い
段
階
へ
と
考
え
て

い
け
ば
、
胎
教
に
及
ぶ
必
然
性
は
あ
る
。
こ
の
意
味
で
胎
教
の
考
え
は
買
誼
の
思
想
の
延
長
上
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
韓
嬰
の
作

と
さ
れ
る
『
韓
詩
外
伝
』
の
中
に
胎
教
の
記
述
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
宣
帝
期
の
成
立
で
あ
ろ
う
『
大
戴
礼
記
』
に
胎
教
篇
か
ら
の
引
用
が



あ
り
、
劉
向
の
撰
述
と
さ
れ
る
『
列
女
伝
』
に
胎
教
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
よ
り
、
前
漢
の
あ
る
時
期
に
お
い
て
太
子
教
育
に
関

連
し
て
の
胎
教
に
関
心
が
持
た
れ
た
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（注
5）

な
お
買
誼
の
教
育
思
想
を
考
え
る
に
当
っ
て
他
に
も
考
察
を
要
す
る
篇
も
あ
る
が
、
紙
面
の
関
係
上
省
略
す
る
。

七
、
ま
と
め
に
代
え
て

さ
て
、
以
上
買
誼
の
教
育
思
想
、
と
り
わ
け
太
子
教
育
に
関
し
て
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
一
応
の
結
論
を
述
べ
て
お
き
た

し、。

「頁誼新書」の教育思想（下）

漢
が
創
成
期
よ
り
安
定
期
に
移
る
に
当
っ
て
、
買
誼
が
目
指
し
た
所
の
も
の
は
、
天
子
を
中
心
と
す
る
中
央
集
権
的
な
国
家
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
は
天
子
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
制
度
を
整
え
る
こ
と
も
当
然
必
要
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
天
子

自
身
教
養
を
持
ち
立
派
な
立
居
振
舞
を
し
天
子
と
し
て
他
の
者
よ
り
区
別
さ
れ
る
威
厳
と
品
格
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
に
は
天
子
の
教
育
、
む
し
ろ
実
質
的
に
は
次
期
の
天
子
に
な
る
べ
き
は
ず
の
太
子
の
教
育
に
重
き
が
置
か
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
さ

て
、
こ
の
よ
う
な
太
子
教
育
の
中
に
あ
っ
て
特
に
重
視
さ
れ
た
の
は
、
札
の
実
践
、
さ
ら
に
言
え
ば
容
経
篇
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
具
体
的

な
立
居
振
舞
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
買
誼
は
こ
れ
を
過
去
の
歴
史
に
遡
っ
て
考
え
、
段
周
が
永
く
世
を
保
っ
た
の
は
太
子
教
育
が
整
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
逆
に
秦
が
早
く
滅
び
た
の
は
太
子
教
育
を
誤
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
買
誼
の
時
代
に
お
い
て
は
以
上

の
事
柄
は
、
時
代
の
要
求
に
か
な
っ
た
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
以
上
の
事
柄
は
次
の
時
代
に
お
い
て
は
発
展
性
の
乏
し
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
を
含
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
礼
や

容
に
つ
い
て
具
体
的
な
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
式
や
行
動
に
つ
い
て
も
、
あ
る
理
想
的
な
形
が
で
き
て
し
ま
え
ば
、
あ
と
は
そ
れ
を
踏
襲
す
る
だ

け
で
あ
り
、
次
第
に
洗
練
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
根
本
的
な
変
化
・
発
展
と
い
っ
た
も
の
は
期
待
で
き
ず
、
保
守
的
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
太
子
教
育
と
一
言
っ
て
も
、
具
体
的
な
効
果
が
目
に
見
え
る
形
で
現
れ
る
に
は
、
少
な
く
と
も
一

ム
ノ、
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四

世
代
は
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
具
体
的
効
果
が
明
ら
か
に
現
れ
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
あ
る
程

度
の
形
式
が
確
立
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
以
上
の
発
展
を
望
む
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
を
つ
き
進
め
て
行
く
と
、
胎
教
と
い
う
こ
と
に

ま
で
及
ん
で
し
ま
う
。
胎
教
の
効
果
を
見
る
こ
と
は
、
太
子
教
育
の
場
合
以
上
に
困
難
で
あ
り
、
ま
た
胎
教
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
の
形

式
が
で
き
て
し
ま
え
ば
、
発
展
性
の
乏
し
い
保
守
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
胎
教
の
思
想
が
買
誼
自
身
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
か
ど

う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
買
誼
の
思
想
を
つ
き
つ
め
れ
ば
必
然
的
に
胎
教
と
い
っ
た
も
の
に
至
る
と
考
え
ら
れ
る
。
買
誼
の
教
育
思
想
も

本
来
は
政
治
と
の
か
か
わ
り
の
上
で
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
胎
教
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
政
治
と
は
全
く
離
れ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
胎
教
の
思
想
な
ど
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
、
強
力
な
政
治
哲
学
に
は
お
よ
そ
な
り
得
な
い
し
、
国
家
の
指
導
理
念
な
ど
と
い
う
も

の
と
は
無
関
係
の
も
の
で
あ
る
。

買
誼
の
時
代
に
お
い
て
要
求
さ
れ
た
も
の
は
、
制
度
の
整
備
で
あ
り
、
札
の
確
立
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
漢
の
創
成
期
を
し
め
く
く
る
仕

事
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
時
代
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
の
は
、
巨
大
な
国
家
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
く
に
足
る
政
治
理
念
の
確
立
で
あ
ろ

う
。
准
南
子
の
成
立
も
、
楚
の
地
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
当
時
は
中
央
に
匹
敵
す
る
だ
け
の
勢
力
を
持
っ
た
国
で
あ
り
、
急
激
な
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
化
を
試
み
た
、
そ
の
結
果
の
も
の
と
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
何
に
も
ま
し
て
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
の
は
、

董
仲
野
の
哲
学
で
あ
る
。
彼
は
『
公
羊
伝
』
を
中
心
に
置
き
、
強
力
な
政
治
哲
学
を
う
ち
立
て
た
の
で
あ
る
。
政
治
思
想
か
ら
す
れ
ば
札

あ
る
い
は
儀
式
に
関
す
る
も
の
は
静
的
で
あ
り
、
『
公
羊
伝
』
の
よ
う
な
い
わ
ば
歴
史
哲
学
は
動
的
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
そ
れ

ぞ
れ
の
思
想
や
哲
学
が
要
求
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
胎
教
と
い
う
こ
と
に
至
っ
て
し
ま
え
ば
、
も
は
や
『
公
羊
伝
』
の
よ
う
な
強
力
な

政
治
哲
学
に
太
万
打
す
る
す
べ
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。

札
を
中
心
に
据
え
た
買
誼
の
思
想
は
、
文
帝
の
時
代
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
時
代
が
要
求
し
て
い
る
も
の
を
提
供
し
た
と
い
え
る
。
し

か
し
、
次
の
時
代
に
お
い
て
は
、
要
求
す
る
も
の
が
異
な
り
、
貰
誼
の
思
想
を
発
展
さ
せ
る
だ
け
で
は
自
ら
限
界
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
貰
誼
の
思
想
は
乗
越
え
ら
れ
包
含
さ
れ
る
形
で
次
の
時
代
の
思
想
へ
繋
が
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
り
、
そ
こ
に
買
誼
の
思
想
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の
存
在
意
義
、
買
誼
が
果
た
し
た
役
割
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
が
。

（
補
説
1

）

本
文
中
（
第
四
章
）
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
『
国
語
』
の
楚
語
上
の
冒
頭
の
説
話
の
中
で
、
停
職
篇
の
前
半
と
ほ
ぼ
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
説
話
の

最
後
の
申
叔
時
の
発
言
の
箇
所
で
、
左
に
「
門

l
U」
で
記
じ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
発
言
に
至
る
説
話
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

荘
王
使
士
査
博
太
子
銭
。
辞
日
、

「
臣
不
材
、
無
能
議
駕
。
」

王
目
、

「
頼
子
之
善
、
善
之
也
。
L

対
日
、

「
夫
普
在
大
子
。
大
子
欲
善
、
善
人
将
至
。
若
不
欲
善
、
善
則
不
用
。
故
桑
有
丹
朱
、
舜
有
商
均
、
啓
有
五
観
、
湯
有
大
甲
、
文
王
有
管
・
察
。
是
五
王

者
、
皆
元
徳
也
、
而
有
姦
子
。
夫
量
不
欲
其
善
、
不
能
故
也
。
若
民
煩
、
可
教
訓
。
醐
且
夷
戎
種
、
其
不
賓
也
久
失
。
中
国
所
不
能
用
也
。
」
王
卒
使
傍
之
。

問
於
申
叔
時
。
叔
時
目
、

「門
l
l
U」

さ
て
、
『
国
語
』
の
申
叔
時
の
発
言
と
『
新
書
』
停
職
篇
と
で
異
な
る
点
の
一
つ
は
、
『
新
書
』
で
は
三
節
に
分
け
た
各
節
の
最
後
に
、

O
此
所
謂
学
太
子
、
以
聖
人
之
徳
者
也
。

O
此
所
謂
教
太
子
也
。

O
此
所
謂
順
者
也
。
此
偉
人
之
道
也
、
非
賢
者
不
能
行
。

と
い
う
し
め
く
く
り
の
一
言
葉
が
あ
る
が
、
『
国
語
』
の
方
は
、
前
後
の
部
分
で
や
や
表
現
の
異
な
る
所
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
繋
ぐ
表
現
が
、

O
若
是
而
不
従
、
動
而
俊
。

O
若
是
而
不
済
、
不
可
為
也
。

O
教
備
而
不
従
者
、
非
人
也
。
其
可
輿
乎
。
夫
子
践
位
則
退
、
自
退
則
敬
、
不
則
続
。

と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

一
六
五



一ムハムハ

さ
て
、
『
国
語
』
の
説
話
は
、
楚
の
荘
王
（
在
位
前
六
一
三
年
l
五
九
一
年
）
が
、
土
礁
を
大
子
簸
の
俸
と
し
よ
う
と
し
、
士
a何
は
盛
ん
に
辞
退
し
た
が
、

結
局
彼
を
停
に
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
後
、
「
問
於
申
叔
時
。
叔
時
目
、
」
と
し
て
問
題
の
部
分
が
続
く
の
で
あ
る
。
ま
ず
話
の
続
き
具
合
と
し
て
、
何

故
こ
こ
で
申
叔
時
が
霊
場
す
る
の
か
が
、
や
や
唐
突
で
あ
る
。
恐
ら
く
「
問
於
申
叔
時
」
の
主
語
は
土
」
徒
で
あ
り
、
博
に
任
命
さ
れ
た
の
に
当
た
っ
て
、
忠
告

を
請
う
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
申
叔
時
の
発
言
で
あ
る
が
、
先
に
挙
げ
た
三
つ
の
部
分
を
繋
ぐ
言
葉
に
は
否
定
的
な
調
子
が
あ
る
。
三
つ
の
部
分

を
A
・

B
－

C
と
す
る
と
、
要
す
る
に
太
子
を
教
育
す
る
に
当
っ
て
、
A
の
方
法
で
だ
め
な
ら
B
、
B
の
方
法
で
だ
め
な
ら
C
の
方
法
を
採
る
よ
う
に
言
い
、

最
後
に
至
っ
て
は
、
太
子
が
即
位
し
た
ら
身
を
引
か
な
け
れ
ば
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ま
で
言
い
及
ん
で
い
る
。
こ
の
説
話
は
、
荘
王
が
明
君
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
恭
王
（
太
子
簸
）
が
先
王
の
業
績
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
始
め
て
納
得
の
で
き
る
も
の
と
な
る
。

さ
て
、
こ
の
二
つ
の
文
献
の
先
後
関
係
で
あ
る
が
、
仮
に
『
国
語
』
の
方
を
楚
の
荘
王
の
時
代
と
し
て
、
『
新
書
』
を
頁
誼
の
時
代
と
し
て
も
四
百
年
の
開

き
が
あ
る
。
し
か
し
、

A
・
B
－

C
に
特
に
価
値
の
上
で
違
い
が
な
く
共
に
教
育
方
針
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
否
定
的
に
と
ら
え
て
い
る

『
国
語
』
の
方
に
操
作
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
太
子
教
育
に
関
心
が
持
た
れ
、
形
式
化
さ
れ
文
章
化
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
の
も
、
楚
の
荘
王

の
時
代
よ
り
は
、
漢
の
帝
国
が
成
立
し
た
以
後
の
時
代
の
方
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
部
分
は
教
育
方
針
等
を
羅
列
し
た
感
も
あ
り
、
特
に
洗
練
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
偉
職
篇
の
後
半
部
分
と
も
異
質
で
あ
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
こ
の
部
分
が
他
の
も
の
か
ら
引
か
れ
た
可
能
性
も
残
る
し
、
博
職
篤
全
体

が
後
に
な
っ
て
編
輯
が
加
わ
っ
た
可
能
性
も
残
る
。

（
補
説
2）

『
論
語
』
郷
党
篇
は
、
『
論
語
』
の
中
に
あ
っ
て
も
特
殊
な
一
篇
で
あ
る
。
こ
の
篇
は
、
「
孔
子
於
郷
党
、
尚
尚
如
也
。
」
の
句
で
始
ま
っ
て
い
る
。
朱
子
以

前
に
お
い
て
は
、
全
体
を
一
章
と
し
て
孔
子
の
礼
儀
作
法
・
立
居
振
舞
を
記
し
た
も
の
と
み
な
し
た
が
、
朱
子
は
こ
れ
を
十
七
節
と
一
断
片
に
分
か
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
を
孔
子
の
見
解
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
こ
の
他
に
も
孔
子
の
動
作
あ
る
い
は
発
言
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
一
般
的
な
礼
儀
作
法
・
立
居
振
舞
の
規
範
を

記
し
た
の
だ
と
す
る
説
も
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
篇
に
、
「
割
不
正
不
食
」
・
「
席
不
正
不
坐
」
の
二
句
が
出
て
き
て
お
り
、
そ
れ
が
『
列
女
伝
』
で
は
胎
教
を
言
、
つ
際
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
本
文
中
で
述
べ
た
が
、
こ
の
他
に
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
『
新
書
』
の
容
経
篇
に
関
係
の
あ
り
そ
う
な
表
現
が
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
郷

党
篇
に
、

O
升
車
、
必
正
立
執
綴
。
車
中
不
内
顧
、
不
荻
一
一
、
不
親
指
。

と
あ
る
の
は
、
容
経
篇
の
「
欲
無
顧
、
願
不
過
穀
、
」
（
坐
車
之
容
）
・
「
右
持
緩
而
左
皆
誠
、
」
・
「
欲
無
願
、
顧
不
過
毅
、
」
（
立
車
之
容
）
・
「
不
顧
、
不
言
反
、
」
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（
兵
車
之
容
）
・
「
：
：
：
妄
咳
唾
、
疾
言
、
唾
気
不
順
、
皆
禁
也
。
」
（
解
説
部
付
）
等
と
近
似
し
た
表
現
で
あ
る
。
な
お
『
礼
記
』
の
曲
礼
上
に
も
「
車
上
不
広

数
、
不
妄
指
、
立
視
五
街
、
式
視
馬
尾
、
顧
不
過
殺
。
」
と
い
う
近
似
し
た
表
現
が
あ
る
。
ま
た
動
作
等
を
示
す
独
特
の
言
葉
、
郷
党
篇
で
は
、
「
駒
内
伺
如
」
・
「
侃

侃
如
」
、
容
経
篇
で
は
「
師
師
然
翼
翼
狭
山
」
・
「
遂
遂
然
粥
粥
然
」
（
以
上
容
経
）
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
点
に
も
共
通
性
が
あ
る
。
な
お
『
礼
記
』
少
儀
篇
に
も

容
経
篇
に
近
い
表
現
が
あ
り
、
「
言
語
之
美
、
穆
穆
皇
皇
、
朝
廷
之
美
、
済
済
期
類
、
：
：
：
」
と
動
作
を
示
す
独
特
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
郷
党
篇
の

O
執
圭
、
鞠
拐
如
也
。
如
不
勝
。
上
知
揮
、
下
如
授
。
勃
如
戦
色
。
足
陥
蹄
如
有
循
。
享
札
、
有
容
色
。
私
競
、
除
倫
如
也
。

と
い
う
表
現
は
、
内
容
・
形
式
の
上
か
ら
も
容
経
篇
の
経
部
・
容
部
と
近
似
し
て
い
る
。
ま
た
「
容
色
」
と
い
う
語
の
使
わ
れ
て
い
る
の
も
注
目
す
べ
き
で
あ

る。
容
経
篇
と
『
礼
記
』
曲
礼
等
の
関
係
に
つ
い
て
は
前
掲
の
「
『
新
書
』
容
経
篇
に
つ
い
て
」
の
中
で
若
干
触
れ
て
お
い
た
し
、
郷
党
篇
と
曲
札
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
武
内
義
雄
の
「
曲
礼
孜
」
（
全
集
三
所
収
）
の
中
に
多
少
の
考
察
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
共
通
す
る
こ
と
は
儀
式
あ
る
い
は
一
般
の
生
活
に
お

け
る
具
体
的
な
細
か
な
立
居
振
舞
等
の
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
郷
党
篇
の
方
も
、
孔
子
の
動
作
・
発
言
を
記
し
た

の
で
は
な
く
、
一
般
的
な
規
範
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
孔
子
が
出
て
く
る
の
は
冒
頭
の
部
分
と
、
他
に
君
子
・
子
と
い
う
形
で
孔
子

と
考
え
ら
れ
る
人
物
も
出
て
く
る
が
、
不
自
然
な
所
も
な
く
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
編
輯
の
際
付
け
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
容
経
篇
解
説
部

四
・
国
の
説
話
は
孔
子
と
弟
子
と
の
細
か
な
礼
儀
作
法
に
つ
い
て
の
問
答
と
恩
わ
れ
る
が
、
こ
の
二
つ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
こ
れ
に
類
し
た
問
答
も
『
論
語
』

の
中
に
見
え
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
礼
儀
作
法
・
立
居
振
舞
の
よ
う
な
細
か
な
規
定
を
示
し
た
も
の
は
問
答
の
形
に
し
に
く
く
、
郷
党
篇
に
示
さ
れ
る
形

を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
面
も
あ
ろ
う
。

郷
党
篇
や
曲
礼
篇
あ
る
い
は
容
経
篇
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
礼
儀
作
法
・
立
居
振
舞
の
よ
う
な
規
定
、
あ
る
い
は
理
想
的
な
姿
と
い
う
も
の
は
、
大
体
の
規
範

が
定
ま
っ
た
上
で
何
度
も
実
践
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
自
ら
洗
練
さ
れ
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
郷
党
篇
の
記
述
は
孔
子
の
発

言
・
動
作
で
は
な
く
、
こ
れ
が
記
さ
れ
た
当
時
の
理
想
的
な
形
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
あ
る
段
階
で
孔
子
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ

る
。
解
説
部
四
・
回
の
よ
う
な
具
体
的
な
礼
儀
作
法
な
ど
に
関
す
る
説
話
が
非
常
に
少
な
い
の
は
以
上
の
こ
と
に
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

注

2 1 

「
『
頁
誼
新
書
』
の
教
育
思
想
（
上
）
」
（
『
哲
学
年
報
』
第
四
十
九
韓
、
九
州
大
学
文
学
部
、
平
成
二
年
）

『
買
誼
新
書
校
釈
』
（
中
国
文
化
雑
誌
社
、
一
九
七
四
年
）

一
六
七



一
六
人

（3
）
「
『
新
書
』
容
経
篇
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
』
第
七
号
、
昭
和
五
十
六
年
）
参
照
。

（4
）
「
『
新
書
』
容
経
篇
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
第
四
章
。

（5
）
小
論
で
と
り
扱
っ
た
篇
の
他
に
、
教
育
に
関
す
る
も
の
は
輔
佐
・
勧
学
・
道
術
・
六
術
・
道
徳
説
・
立
後
等
が
あ
る
。
輔
佐
篇
は
容
や
礼
儀
に
関
す
る

記
述
も
あ
り
、
小
論
で
取
上
げ
た
保
博
・
容
経
・
停
戦
篇
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
勧
学
篇
は
非
常
に
短
く
説
話
が
中
心
で
あ
り
、
現
在
の
所
判
断
が
困

難
で
あ
る
。
立
後
（
抱
経
堂
叢
書
本
で
は
、
「
立
後
義
」
に
作
る
）
は
、
世
子
を
立
て
る
儀
式
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
叙
述
の
仕
方
等
、
偉
職
篇
・

胎
教
篇
に
も
通
じ
る
所
が
あ
る
。
こ
れ
も
買
誼
の
思
想
よ
り
必
然
的
に
導
か
れ
る
範
鳴
に
入
る
。

な
お
道
術
・
六
術
・
道
徳
説
は
、
以
上
の
諸
篇
と
は
傾
向
を
異
に
す
る
。
特
に
六
術
・
道
徳
説
は
「
六
」
と
い
う
数
を
中
心
に
論
理
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
は
買
誼
が
若
い
日
に
「
数
用
五
」
と
上
疏
し
た
の
と
は
相
入
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
篇
に
は
教
育
の
他
に
多
く
の
こ
と
に
論
じ
て
お
り
問

題
が
あ
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
改
め
て
論
じ
た
い
と
考
え
る
。


